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障
害
者
７
人
、
乳
幼
児
１
人
、
児
童
２
人
、

利
用
者
の
家
族
等
９
人
）
が
利
用
し
た
。

■
利
用
者
の
選
定
（
誘
導
）

一
般
避
難
所
の
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、

「
避
難
所
で
の
避
難
の
継
続
が
不
可
能
だ
と
思

わ
れ
る
方
」
を
避
難
所
担
当
の
派
遣
保
健
師

等
が
、
在
宅
に
お
い
て
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
本
人
・
家
族
の
同
意
を
得
て
市
の
元

気
館
（
元
気
支
援
課
）
の
保
健
師
や
県
社
会

福
祉
士
会
の
社
会
福
祉
士
に
連
絡
を
入
れ
、

調
整
に
よ
り
移
動
を
行
っ
た
（
図
１
）。

■
福
祉
避
難
所
の
運
営
お
よ
び

避
難
者
の
ケ
ア

福
祉
避
難
所
の
運
営
お
よ
び
避
難
者
の
ケ

ア
は
、
県
の
委
託
を
受
け
て
県
老
人
福
祉
施

設
協
議
会
、
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会
か

ら
派
遣
さ
れ
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
市

内
社
会
福
祉
法
人
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

が
あ
た
っ
た
。

７
月
下
旬
、
自
宅
や
旅
館
、
施
設
へ
と
当

面
の
落
ち
着
き
先
が
決
ま
っ
た
方
が
出
て
く

る
と
と
も
に
、
福
祉
避
難
所
と
し
た
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
学
校
が
、
本
来
業
務
を

開
始
す
る
た
め
、
福
祉
避
難
所
を
縮
小
・
統

合
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
閉

所
時
期
に
つ
い
て
発
災
後
３
週
間
目
の
８
月

８
日
に
意
見
交
換
を
県
高
齢
福
祉
課
と
市
、

福
祉
避
難
所
運
営
関
係
者
で
行
っ
た
。
そ
の

と
き
に
い
く
つ
か
の
課
題
も
検
討
さ
れ
、
改

善
点
が
出
た
。

■
福
祉
避
難
所
に
関
す
る
改
善
点

①
情
報
伝
達

情
報
伝
達
経
路
が
不
明
確
で
必
要
な
と
こ

ろ
に
流
れ
な
か
っ
た
た
め
、
市
の
介
護
高
齢

課
の
担
当
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

②
緊
急
入
所
等
に
該
当
す
る
者
の
利
用

緊
急
入
所
に
該
当
す
る
者
が
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
た
。
福
祉
避
難
所
が
無
料
の
た
め
金

銭
面
が
心
配
で
入
所
し
な
い
な
ど
の
理
由
が

確
認
で
き
た
た
め
、
市
が
緊
急
入
所
利
用
料

等
の
減
免
を
す
る
等
の
処
置
を
講
じ
、
対
応

し
た
。

③
専
門
職
の
巡
回

医
療
チ
ー
ム
、
保
健
師
、
理
学
療
法
士
、

栄
養
士
、
歯
科
医
師
（
歯
科
衛
生
士
）
等
の

専
門
職
が
連
携
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
巡
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■
福
祉
避
難
所
の
開
設

福
祉
避
難
所
の
本
格
的
開
設
は
、
中
越
沖

地
震
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
３
年
前
の
中
越

地
震
の
経
験
か
ら
、「
一
般
避
難
所
で
は
要
援

護
者
等
が
寝
起
き
で
き
な
い
な
ど
で
状
態
が

悪
化
し
て
し
ま
い
、
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ

た
」
福
祉
避
難
所
の
必
要
性
が
生
ま
れ
た
。

地
震
発
生
（
７
月
16
日
）
の
翌
日
か
ら
新

潟
県
（
福
祉
保
健
部
高
齢
福
祉
保
健
課
）
の

指
導
の
も
と
、
市
介
護
高
齢
課
お
よ
び
元
気

支
援
課
で
開
設
場
所
の
選
定
、
必
要
物
資
の

準
備
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
配
、
利
用
者
の
選
定

（
誘
導
）
を
行
っ
た
。

発
災
３
日
目
の
19
日
か
ら
順
次
６
箇
所
を

開
設
し
、
８
月
31
日
ま
で
の
44
日
間
に
延
べ

１
３
６
８
人
、
実
数
で
１
０
５
人
（
内
訳
＝

要
介
護
認
定
者
42
人
を
含
む
高
齢
者
86
人
、
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自然災害時

保
健
師
活
動

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応
②

福
祉
避
難
所
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

対
応
を
中
心
と
し
て

高
齢
者
・
障
害
者

の

●特集●

藤巻真理子
柏崎市元気支援課
介護予防係

井倉久美子
柏崎市元気支援課
地域保健係

福
祉
避
難
所
で
の
対
応

1

福祉避難所とは

○要援護者が相談等の必要な生活支援が受けられる等、安心
して生活できる体制を整備した避難所
○福祉避難所で提供できるサービス水準には限界があり、施
設入所対象者は対象としない（緊急避難的な避難を妨げる
ものでない。入所対象者は緊急入所を積極的に活用）
○おおむね10人の福祉避難所対象者に1人の相談等に当たる
介護員等を配置
○設置のための費用＝災害救助法に基づく国庫負担対象費用
・生活に関する相談等にあたる職員等を配置するための費用
・簡易洋式トイレ等器物の費用
・日常生活上の支援を行うために必要な消耗器材の費用

（新潟県、厚生労働省資料より抜粋）
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者
に
提
供
す
る
等
の
協
力
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

■
体
験
を
通
し
て
今
後
の
福
祉

避
難
所
の
開
設
に
参
考
に
し

た
い
こ
と
（
次
期
災
害
に
備

え
て
）

・
福
祉
避
難
所
を
設
置
す
る
と

き
か
ら
、
自
宅
等
へ
戻
る
こ

と
、
閉
鎖
時
の
こ
と
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
。

・
開
設
場
所
は
で
き
る
だ
け
地

域
の
避
難
所
の
姿
が
見
え
る

所
に
し
、
被
災
者
対
応
を
で

き
る
だ
け
同
じ
流
れ
に
す

る
。

・
対
応
は
自
宅
等
へ
戻
る
こ
と

を
目
標
に
、
自
立
を
阻
害
し

な
い
。
至
れ
り
尽
せ
り
に
す

る
と
自
宅
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
く
な
り
帰
れ
な
く

な
る
。
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回
し
、
異
な
る
指
示
を
出
し
て
い
た
た
め
、

担
当
看
護
師
を
困
惑
さ
せ
、
利
用
者
を
疲
れ

さ
せ
て
い
た
。
全
国
か
ら
の
派
遣
保
健
師
は
、

５
〜
７
日
滞
在
し
、
同
じ
避
難
所
に
対
応
し

て
く
れ
た
た
め
、
こ
の
問
題
を
何
度
も
医
療

チ
ー
ム
に
指
摘
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
支
援
情
報
を
福
祉
避
難
所
対
応
拠
点
と

な
る
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
の
社
会
福
祉

士
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
対
応
し
た
。
そ
こ

か
ら
市
の
介
護
高
齢
課
に
日
々
連
絡
を
入
れ
、

介
護
高
齢
課
の
担
当
者
は
元
気
館
保
健
師
と

連
絡
・
連
携
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

■
閉
鎖
時
期
の
目
途

閉
鎖
時
期
の
目
途
を
つ
け
る
に
あ
た
っ
て

以
下
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

①
外
部
環
境

帰
る
べ
き
住
所
地
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
状
況
、
８
月
13
日
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
仮
設

住
宅
入
居
の
可
否
等
の
確
認
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

②
避
難
者
の
状
況

家
族
は
自
宅
に
居
な
が
ら
お
年
寄
り
は
福

祉
避
難
所
に
居
る
な
ど
、
安
心
な
福
祉
避
難

所
に
ず
る
ず
る
と
依
存
し
て
い
る
様
子
が
見

え
始
め
て
い
る
の
で
、
は
っ
き
り
閉
鎖
の
期

限
を
示
し
、
避
難
者
と
家
族
の
意
思
確
認
を

す
べ
き
で
あ
る
。
要
援
護
者
の
居
場
所
と
な

る
家
屋
の
状
況
を
仮
設
住
宅
の
申
込
み
状
況

も
含
め
て
把
握
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

情
報
交
換
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
の

状
況
に
合
わ
せ
て
ス
ロ
ー
プ
等
の
改
修
と
入

居
後
の
見
守
り
が
必
要
で
あ
る
。

③
場
の
提
供
者
の
意
向

福
祉
避
難
所
は
本
来
一
時
的
な
も
の
で
あ

り
、
本
来
の
業
務
の
再
開
に
向
け
、
場
の
提

供
者
の
意
向
を
確
認
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
震
災
対
応
は

初
期
対
応
か
ら
復
旧
対
応
に
切
り
替
え
を
行

う
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
、
福
祉
避
難
所
の
要
援
護
高
齢
者
が
自

宅
等
に
戻
れ
る
よ
う
、
本
来
受
け
る
べ
き
サ

ー
ビ
ス
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、

「
福
祉
避
難
所
は
、
８
月
31
日
を
目
処
に
閉
鎖

す
る
よ
う
努
め
る
」「
そ
の
た
め
、
各
機
関
が

連
携
し
て
避
難
者
が
自
宅
へ
戻
れ
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
い
く
」
と
さ
れ
た
。

■
避
難
者
が
自
宅
等
へ
戻
る
た
め
の
相
談
支

援
（
役
割
分
担
）

８
月
は
じ
め
、
元
気
館
保
健
師
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
の
持
つ
情
報
、
そ

し
て
介
護
高
齢
課
に
集
約
さ
れ
た
情
報
を
も

と
に
、
避
難
者
全
員
に
対
す
る
今
後
の
相
談

を
行
っ
た
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
よ

う
な
役
割
分
担
を
し
た
。

①
介
護
保
険
認
定
者
で
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
い
る
人
は
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

等
が
主
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う
。

②
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
い
な
い
人
は

元
気
館
保
健
師
と
担
当
圏
域
の
地
域
包
括

が
連
携
し
て
相
談
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
①
②
と
も
、
各
福
祉
避
難
所
の
相

談
者
は
福
祉
避
難
所
本
部
と
連
携
し
て
、
手

持
ち
の
情
報
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
担
当

月刊 地域保健☆2008☆8月号

図1　要援護高齢者の避難フロー図 

＜要援護高齢者の動き＞ ＜行政等の対応＞ 
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■
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
未
検
討
の
ま
ま
被
災

地
域
包
括
と
し
て
の
本
来
業
務
の
定
着
に

手
一
杯
の
状
態
で
、
災
害
対
応
な
ど
、
話
し

合
う
こ
と
は
一
度
も
な
い
ま
ま
２
年
目
を
迎

え
て
い
た
。

被
災
当
時
は
各
地
域
包
括
の
職
員
自
身
の

無
事
と
施
設
の
被
災
状
況
を
確
認
し
た
。
被

災
初
日
と
２
日
目
は
各
地
域
包
括
と
も
、
各

所
属
法
人
の
職
員
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

従
い
行
動
し
て
い
た
。
同
法
人
内
の
施
設
や

緊
急
シ
ョ
ー
ト
の
対
応
に
駆
り
出
さ
れ
た
り
、

法
人
に
よ
っ
て
は
地
域
包
括
の
業
務
に
専
念

す
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
、
契
約
者
の
安
否

確
認
と
過
去
の
相
談
者
の
中
で
気
に
な
る
者

の
安
否
確
認
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

２
日
目
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
包
括
は

１
人
を
事
務
所
に
残
し
、
２
人
で
担
当
地
域

の
被
害
状
況
の
確
認
に
出
向
き
、
担
当
し
て

い
る
要
支
援
者
や
単
身
高
齢
者
の
安
否
確
認

に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
要
支
援
の
対
象
者

は
自
立
度
が
高
く
、
避
難
所
に
移
動
し
た
場

合
な
ど
は
、
ど
こ
に
避
難
し
て
い
る
の
か
行

動
範
囲
が
読
め
な
か
っ
た
。
要
支
援
者
の
緊

急
連
絡
先
に
つ
い
て
は
一
箇
所
し
か
確
認
し

て
な
か
っ
た
が
、
２
カ
所
以
上
確
認
し
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
た
。

そ
の
後
、
民
生
委
員
や
地
域
町
内
会
長
か

ら
緊
急
シ
ョ
ー
ト
へ
の
対
応
等
の
相
談
が
多

く
な
り
、
連
日
そ
の
対
応
に
当
る
こ
と
と
な

っ
た
。

１
週
間
後
か
ら
は
、
全
国
の
派
遣
保
健
師

の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
た
保
健
福
祉
ニ
ー
ズ

調
査
（
被
災
地
全
戸
訪
問
、
被
災
４
日
後
か

ら
実
施
）
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
、
緊

急
対
応
が
必
要
な
高
齢
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
従
事
し
た
。
２
週
間
後
こ
ろ
か
ら
は
、
福

祉
避
難
所
の
閉
所
に
向
け
て
、
避
難
高
齢
者

の
自
宅
の
被
災
状
況
を
確
認
し
、
戻
っ
た
と

き
の
生
活
に
つ
い
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
。

■
１
週
間
後
に
情
報
交
換
会
を
開
催

地
域
包
括
担
当
の
元
気
支
援
課
介
護
予
防

係
も
緊
急
時
の
業
務
が
優
先
さ
れ
、
市
の
災

害
対
策
本
部
の
保
健
医
療
班
と
し
て
の
業
務

に
連
日
追
わ
れ
て
い
た
。
各
地
域
包
括
か
ら

は
、
自
分
た
ち
の
動
き
が
こ
れ
で
よ
い
の
か
、

何
か
指
示
が
な
い
の
か
な
ど
、
問
い
合
わ
せ

が
相
次
い
だ
た
め
、
現
状
で
充
分
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
が
、
市
と
し
て
求
め
ら
れ
る

適
切
な
指
示
は
出
せ
な
か
っ
た
。
発
災
１
週

間
目
を
前
に
し
て
、
よ
う
や
く
お
互
い
の
情

報
交
換
が
必
要
と
の
判
断
で
招
集
を
か
け
、

発
災
後
初
の
顔
会
わ
せ
を
行
い
、
市
対
策
本

部
や
各
地
域
包
括
の
動
き
、
課
題
等
を
話
し

合
い
、
お
互
い
の
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

そ
の
と
き
に
挙
げ
ら
れ
た
一
番
の
悩
み
は
、

「
委
託
の
地
域
包
括
で
は
被
災
状
況
の
全
体
が

見
え
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
も
、

「
地
域
包
括
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
検
討
さ

れ
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
こ
と
」
や
「
マ
ス

コ
ミ
な
ど
か
ら
、
過
剰
な
地
域
包
括
へ
の
期

待
（
全
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
包
括
が
や
る
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・
実
際
の
ケ
ア
や
相
談
は
地
域
外
の
応
援
者

で
よ
い
が
、
自
宅
等
へ
戻
る
た
め
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
は
地
域
の
資
源
が
分
か

る
者
が
好
ま
し
い
。

■
５
カ
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

委
託

柏
崎
市
で
は
５
カ
所
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
地
域
包
括
）
を
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
受
託
経
験
の
あ
る
各
法
人

（
医
療
法
人
２
カ
所
、
福
祉
法
人
２
カ
所
、
社

会
福
祉
協
議
会
）
に
委
託
す
る
形
で
平
成
18

年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
。

各
地
域
包
括
と
も
、
３
職
種
を
揃
え
る
よ

う
努
力
は
し
た
が
、
保
健
師
職
は
２
カ
所
し

か
配
置
で
き
ず
、
地
域
づ
く
り
の
視
点
が
懸

念
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ヘ
ル
ス
部
門
で
あ

る
元
気
支
援
課
の
介
護
予
防
係
に
高
齢
者
の

元
気
づ
く
り
も
含
め

た
地
域
包
括
の
活
動

支
援
を
目
的
と
し

て
、
２
年
の
期
限
付

き
で
地
区
担
当
経
験

の
あ
る
５
人
と
係
長

の
計
６
人
の
保
健
師

が
配
属
さ
れ
た
。
ほ

か
に
理
学
療
法
士
３

人
、
事
務
職
１
人
、

管
理
栄
養
士
１
人
を

加
え
た
11
人
体
制
で

あ
っ
た
。

新
予
防
給
付
の
混

乱
や
新
規
の
介
護
予

防
事
業
の
立
ち
上
げ

に
明
け
暮
れ
て
、
よ

う
や
く
２
年
目
に
入

り
、
地
域
づ
く
り
に

取
り
か
か
る
矢
先
の

被
災
だ
っ
た
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
対
応

2

保健師 

中地域 
包括支援 
センター 

東地域 
包括支援 
センター 

西地域 
包括支援 
センター 

南地域 
包括支援 
センター 

北地域 
包括支援 
センター 

保健師 

圏域 担当保健師 

統括保健師（係長） 理学療法士3　事務1 
管理栄養士1（H18のみ） 

保健師 保健師 保健師 

表1 地域包括支援センターの職員の配置状況

図2 柏崎市　福祉保健部元気支援課　介護予防係（H18･19年体制）

保健師

主任介護支援専門員

社会福祉士

経験ある看護師

1人

1人

1人

中地域

農業協同組合
連合会

1人

1人

1人

東地域

医療法人

1人

1人

1人

西地域

社会福祉
協議会

1人

1人

1人

南地域

社会福祉法人

1人

1人

1人

北地域

社会福祉法人
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が
壊
れ
街
角
の
風
景
が
変
わ
っ
た
た
め
、

家
に
戻
れ
な
く
な
り
、
捜
索
し
た
。

○
自
分
の
趣
味
と
役
割
が
な
く
な
り
、
生
活

の
張
り
を
失
い
、
う
つ
傾
向
に
な
っ
た
。

○
短
期
間
だ
か
ら
と
若
手
世
帯
と
同
居
し
た

高
齢
者
が
３
カ
月
経
過
す
る
こ
ろ
か
ら
、

お
互
い
の
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
り
、
虐
待
が

疑
わ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

各
地
域
包
括
に
は
、
こ
の
よ
う
な
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
市
と
県
が
共
催
で
民
生
委
員
の
集
ま
り

に
、「
認
知
症
見
守
り
隊
講
座
」
を
実
施
し
た

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
仮

設
住
宅
集
会
所
で
の
「
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健

康
相
談
会
」
を
実
施
し
た
。

そ
の
中
で
必
要
な
人
を
専
門
医
に
つ
な
ぎ
、

認
知
症
疾
患
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
プ
レ
イ
も

円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
事

例
で
早
期
の
段
階
で
か
か
わ
り
大
事
に
至
ら

ず
に
済
ん
だ
の
は
、
日
ご
ろ
か
ら
あ
る
包
括

を
含
め
た
県
・
市
・
医
療
機
関
の
認
知
症
高

齢
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
た
お
か
げ

で
あ
る
と
胸
を
な
で
降
ろ
し
て
い
る
。

■
課
題
と
し
て
残
っ
た
こ
と

①
高
齢
者
の
課
題
が
一
気
に
露
呈

耐
震
性
の
弱
い
古
い
住
宅
に
は
高
齢
者
が

一
人
で
住
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
被

災
を
受
け
た
地
域
は
、
も
と
も
と
単
身
高
齢

者
が
多
く
、
家
族
基
盤
の
弱
い
地
域
で
あ
っ

た
こ
と
等
か
ら
、
高
齢
者
の
課
題
が
一
気
に

露
呈
し
た
。
こ
の
災
害
で
10
年
先
の
高
齢
者

対
策
を
先
取
り
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

②
委
託
の
地
域
包
括
と
し
て
の
災
害
対
応
の

あ
り
方

地
域
包
括
の
機
能
が
定
着
し
な
い
う
ち
の

被
災
で
あ
っ
た
た
め
、
委
託
の
包
括
の
機
能

は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
契
約
の
中
に

災
害
対
応
ま
で
含
め
て
あ
っ
た
か
な
ど
が
課

題
と
な
っ
た
。
現
在
、
災
害
時
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
向
け
て
検
討
中
で
は
あ
る
が
、
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
地
域
包
括
本
来
の

業
務
を
実
施
す
る
こ
と
が
災
害
時
の
要
援
護

者
支
援
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
災

害
に
伴
う
業
務
増
大
等
の
課
題
も
、
早
急
に

災
害
対
応
に
生
か
す
た
め
に
、
市
の
関
係
部

署
に
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。

■
体
験
し
て
み
て
役
立
っ
た
こ
と

地
域
包
括
の
専
門
性
が
発
揮
さ
れ
、
市
民

へ
の
周
知
度
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
市
か
ら

の
指
示
待
ち
で
な
く
各
包
括
自
ら
の
判
断
で

活
動
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
自
信
に
つ
な
が

っ
た
。

包
括
が
で
き
て
初
め
て
の
災
害
対
応
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、「
も
し
自
分
の
と
こ
ろ
が
被

災
し
た
ら
…
…
」
と
県
内
同
業
者
に
派
遣
協

力
を
快
く
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。「
ど
こ
で

受
け
て
も
、
被
災
地
の
戸
惑
い
は
同
じ
だ
ね
」

等
の
感
想
も
聞
か
れ
、
体
験
を
共
有
す
る
こ

と
で
県
内
同
業
者
同
士
が
一
緒
に
考
え
る
基

盤
が
で
き
た
。
今
後
、
災
害
対
応
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
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べ
き
）
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
回
答

に
苦
慮
し
た
こ
と
」
な
ど
の
悩
み
が
聞
か
れ

た
。そ

の
後
、
毎
週
情
報
交
換
会
を
行
い
、
各

地
域
包
括
が
不
安
を
抱
え
込
み
過
ぎ
な
い
よ

う
現
状
把
握
に
努
め
、
課
題
を
整
理
し
対
応

を
検
討
し
た
。
そ
の
中
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必

要
性
を
痛
感
し
、
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
、
活

動
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

■
役
割
分
担
で
連
携
を
図
る

仮
設
住
宅
の
建
設
は
２
つ
の
地
域
包
括
の

圏
域
に
集
中
し
た
。
そ
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
も
、
仮
設
住
宅
へ
の
介
入
は
主
に
市

の
保
健
師
が
担
当
、
地
域
に
残
っ
た
被
災
高

齢
者
は
主
に
地
域
包
括
の
保
健
師
が
担
当
す

る
こ
と
と
し
、
役
割
を
分
担
し
た
。
ま
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
が
る
場
合
は
、
戻

る
べ
き
居
住
地
を
基
準
に
そ
の
圏
域
の
担
当

地
域
包
括
が
か
か
わ
る
な
ど
、
連
携
を
取
り

合
い
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

■
気
に
な
る
対
象
が
増
加
し
巡
回
が
で
き
な

い
悩
み

〜
県
内
地
域
包
括
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
〜

災
害
後
２
、
３
週
が
経
過
す
る
こ
ろ
に
は
、

高
齢
者
の
状
況
変
化
に
対
す
る
相
談
が
増
え

る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
新
規
申
請
者
の
増

加
へ
の
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
日
ご
ろ
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
経
過
観

察
中
の
高
齢
者
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
未
利

用
者
、
ま
た
全
戸
訪
問
で
上
が
っ
て
き
た
緊

急
で
は
な
い
が
様
子
を
見
て
欲
し
い
対
象
な

ど
、
気
に
な
る
が
様
子
を
見
に
行
か
れ
な
い

対
象
者
が
各
包
括
合
わ
せ
て
４
０
０
世
帯
と

い
う
状
況
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
県
内
地
域
包
括
職
員
（
39
施
設

87
人
）
の
派
遣
協
力
を
得
て
、
自
宅
滞
在
者

の
「
被
災
高
齢
者
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
」

と
し
て
、
気
に
な
る
対
象
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
（
図
３
）。

派
遣
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の
準
備
や
調
整

に
は
戸
惑
う
場
面
も
多
か
っ
た
が
、
同
じ
包

括
の
同
業
者
で
あ
る
安
心
感
と
信
頼
で
、
予

定
よ
り
短
く
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
９
月
15
日
〜
10
月
13
日
に
３
９
４

世
帯
を
対
象
と
し
て
実
施
、
１
６
７
人
の

「
課
題
あ
り
」
の
高
齢
者
を
リ
ス
ト
化
し
、
そ

の
後
効
率
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
と
高
齢
者
虐
待
の

対
応

多
く
の
高
齢
者
は
、
避
難
所
・
仮
設
住
宅
、

ま
た
は
親
戚
宅
へ
の
一
時
避
難
な
ど
、
急
激

な
環
境
変
化
に
さ
ら
さ
れ
た
。
誰
の
せ
い
で

も
な
い
災
害
で
は
あ
る
が
、
高
齢
者
自
身
の

戸
惑
い
に
周
り
の
家
族
も
翻
弄
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
た
。

以
下
に
そ
う
し
た
事
例
の
一
部
を
挙
げ
る
。

○
地
域
で
の
見
守
り
で
何
と
か
一
人
暮
ら
し

が
で
き
て
い
た
高
齢
者
も
、
周
り
の
支
援

者
に
余
裕
が
な
く
な
り
、
支
援
の
手
が
途

絶
え
て
し
ま
い
、
一
人
暮
ら
し
が
不
可
能

に
な
っ
た
。

○
軽
度
の
認
知
症
で
、
馴
染
み
の
町
並
み
で

外
出
も
散
歩
も
で
き
て
い
た
人
で
も
、
家
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65％ 
（257人） 

35％ 
（137人） 

男性 
 

女性 

不明・その他 
11％（44人） 

独居 

高齢 
世帯 
 

21％ 
（83人） 

27％ 
（107人） 

その他 
世帯 
 41％ 

（160人） 

あり 

58％（227人） 42％（167人） 
なし 

健康管理・ 
受診 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0
住居 

19

16

生活動作 家庭役割 地域役割 

19.5 20

31.2

（%） 
 

電話確認 
　26％（102人） 

必要なし 
53％（212人） 

至急訪問　3％（10人） 

訪問　18％（70人） 

7.1％（28人） 
 

(%)
10 

8 

6 

4 

2 

0 

 
身障 療育 要支援 

 
要介護 
 

6.9％（27人） 7.9％（31人） 

0％（0人） 

なし 31％（121人） 

61％（243人） 

不明・ 
その他 

あり 
8％（30人） 

図3 生活支援ニーズ調査　結果集計

①対象者数（n＝394）

⑤課題有りの全体に占める割合

課題ありの内訳（重複有） 全数に占める割合

⑥要フォロー者　全数に占める割合

④認知症の有無（n＝394）

②家庭区分（n＝394）

※総数394人にニーズ調査を実施。訪問するも不在の場合はカウントしてないのもがあります。
※単純集計のみで、課題の分析については今後検討していく予定です。
※気になりながらも、確認できないケースが整理できました。様子を確認していただき、53％
はフォローが必要なしと判断されたので安心して、残る47％の対象には速やかに対応につ
なげることができました。

＊全体で394名に調査を実施。48％は独居および高齢者世帯だった。

＊全体の42％が何らかの課題を有しており、健康管理･受診についての課題が最も割合
が多かった。

＊調査により全体の47％が今後も訪問や電話確認等何らかのフォローが必
要と判断された。

③障害・介護認定者　全体に占める割合(重複有)
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フェイズ0 

1日め（7月16日） 

初動体制の確立 

フェイズ1 フェイズ2　　応急対策 フェイズ3～4   

～2カ月（9月16日） 

復旧復興対策（人生の再建・地域の再建）  

1週間～1カ月（～8月16日） 

1応急対策（避難所から自宅や仮設へ） 

2日め（17日） 

緊急対策ｰ生命・安全の確保 

3日～1週間（18日～22日） 

生活の安定（避難所対策が中心）  

図4　中越沖地震　　　災害発生から2カ月までの対応（主に高齢者の対応を中心に） 柏崎市福祉保健部　介護高齢課・元気支援課 
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震度6強避難所76箇所 
　（9859人） 
救護所4箇所 
停電23594戸、 
断水43111戸 
断ガス34000戸 

避難所79カ所（11348人） 
救護所10カ所（最大） 
断水36422戸 
断ガス35000戸 

避難所66カ所（5715人） 
福祉避難所19日3箇所、 
20日6カ所 
救護所6箇所 
断水36422戸 
断ガス35000戸 

・避難者の健康管理 
 （水分補給・疲労） 
・認知症高齢者の安全確保 
・避難先の確保 
　家族支援、周囲への理解 
・生活不活発病予防  

避難所65～41カ所（2499～538人） 
福祉避難所6～3カ所（56～25人） 
救護所3～1カ所（8月16日で終了） 
断水36422戸、断ガス35000戸 
7月18日～　電気一部を除き復旧 
8月4日水道完全復旧   

・仮設入居は8月16日～開始 
・避難所8月31日閉鎖 
・仮設住宅数 
・仮設入居者 
・ガス8月27日完全復旧 

・仮設住宅生活の定着 
・新しいコミュニティづくり 
・生活不活発病予防 
・環境の変化等による認知症の悪化防止 

・避難者の健康管理（水分補給・疲労） 
・生活不活発病予防  

・エコノミークラス症候群の予防 
  （チラシ・防災無線・体操・健診） 
・感染症予防（手指の消毒） 
・熱中症予防　・食中毒予防 

・要援護者の安否確認 
・安全な避難先の確保 

全市避難所の開設と避難者対応 

要援護高齢者の安否確認（一人暮らし・高齢世帯・高齢者と児童のみ世帯） 

地区民生委員による 
安否確認状 

福祉避難所の開設・ 
対象選定と避難者の誘導 

福祉避難所への巡回・健康観察 

福祉避難所への介護用トイレ・ベットの配置・介護消耗品等物品配置 

各避難所への要介護者用ポータブルトイレ（ラップポン）の配置と調整 

全国派遣保健師による避難所配置（34カ所）と巡回健康相談・・・・8月31日まで 

在宅障害者の入浴サービスの設営（元気館デイサービス内において） 

民生委員あて高齢者名簿配布（安否情報）および総合相談窓口開設周知チラシの配布依頼 

高齢者福祉・保健総合相談の開設　7月21日～8月31日まで 

エコノミークラス症候群の検診と予防啓発 

全国派遣保健師による、保健福祉ニーズ調査 
（被災地全戸訪問）25000戸 

仮設住宅への巡回訪問（継続） 

仮設住宅集会所での 
茶話会・健康相談会（継続） 

県内理学療法士等による生活不活発病集団指導とハイリスク者への個別指導開始 

健康運動指導士やレクレーション指導員の避難所巡回 

栄養士による食事診断・腎臓・糖尿病者への個別指導 

歯科医師等による避難所への口腔ケア巡回指導 

心のケアチームの派遣（茨内生活支援センター内） 

コミデイの被害状況・運営状況の把握 

保健福祉ニーズ調査から把握された要支援者 
・被災後の高齢者の状況変化に対する 
　相談の増大 
・介護保険新規申請者の増加への対応 

　　　　　<9月18日～10月12日＞ 
県内包括支援センター職員（39施設87 
人）の派遣協力による自宅滞在者の被災 
高齢者の生活支援ニーズ調査の実施 

生活不活発病予防対策（体操の励行・ラジオ体 
操等のテープ・CDの配布） 

避難者の在宅（仮設）復帰支援 

地区民生委員による担当地区 要援護者の安否確認 

地区担当保健師による担当 ケースの対応（精神・障害者・高齢者等） 

介護サービス事業者及びケア マネによる利用者安否確認と緊急対応 

緊急ショートステイ対 象者の対応 

救護所の開設（医薬品の準備）　　　　　8月16日まで 

医療チームの本部開設（元気館）　　　　8月16日まで 

各包括支援センタｰに おいて担当高齢者の安否確認 

民生委員・町内会長からの情報による要支援者対応 

コミデイ援助員による利用者 安否確認 

避難所避難者の健康管理 
（避難所巡回） 
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